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提携支援センターから

平成 21年度第 1次分「提携システム確立２グループ」を承認

平成 21年 4月 2日、蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の一環として、第３回事業推進委
員会（委員長：林　良博東京大学大学院教授）を東京都千代田区有楽町蚕糸会館で開催しま
した。同委員会は、外部の委員 5名で構成され、提携システム確立グループとして、承認の
可否について審議しました。
その結果、平成 21年度第 1次分として、下記の通り、２グループを平成 21年 4月 24日

付けで事業承認しました。
この結果、平成 21年 4月 24日現在、8グループが承認されることとなりました。

＜蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の活動　(1) ＞

年度 提携グループ名 構成者（団体等）
対象繭生産地
（平成 21 年産
対象繭数量）

特徴等
（産地、蚕品種 etc） 備　考

H21
承認

日本の繭ときもの文化を考える会
（代表：田中種株式会社）

養蚕農家（2戸）
碓氷製糸
南久ちりめん
高田勝
田中種

群馬県（360 ㎏）
春 180 ㎏・晩秋
180 ㎏

蚕品種：春嶺×鐘月、
　　　　錦秋×鐘和
（体系図別記 1参照）

06-6261-2091

H21
承認

群馬絹文化研究会
（代表：有限会社　ミラノリブ）

養蚕農家（4戸）
碓氷製糸
東北撚糸
今井染色
ミラノリブ

群馬県（1,000 ㎏）
春 1,000 ㎏

蚕品種： ぐんま 200
（フローチャート別記 2
参照）

0277-20-8801

平成 21 年度提携システム確立グループ一覧 平成 21年 4月 23 日現在

※構成者の下線は、各提携グループの代表者（企業等）であり、備考に連絡先の電話番号が記されています。
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（参考）提携システム確立グループ一覧 平成 21年 4月 23 日現在

※構成者の下線は、各提携グループの代表者（企業等）であり、備考に連絡先の電話番号が記されています。

年度 提携グループ名 構成者（団体等）
対象繭生産地（実績）
（平成 20 年産
対象繭数量）

特徴等
（産地、蚕品種 etc） 備　考

H19
承認 グループ１６７

養蚕農家（4戸）
宮坂製糸
織道楽塩野屋
両双
ウェイズ

京都（245.6 ㎏）
春 88.5 ㎏
初秋 73.1 ㎏
晩秋 84.0 ㎏

蚕品種：緑繭 1号、黄白
副産物
（蚕沙、幼虫、蛹等）
の有効利用

075-461-1995

H19
承認

白繭細 1号プロジェクト
開発チーム

高原社
養蚕農家（11 戸）
碓氷製糸
宮坂製糸
芋田機業場
五十嵐商事
龍工房
矢代仁
木村和裁
三越
マルシバ

長野（1,472.2 ㎏）
春 843.0 ㎏
晩秋 629.2 ㎏

蚕品種：白繭細 1号 03-3662-2431

H19
承認

“絹を未来に”
プラチナボーイ研究会

養蚕農家（8戸）
碓氷製糸
芋田機業場
五十嵐商事
銀座もとじ
マルシバ

千葉・茨城（1,809.6 ㎏）
春 925.8 ㎏
晩秋 883.8 ㎏

雄蚕品種：プラチナボーイ
男物の着物及びその関
連製品

03-3662-2431

H19
承認

日本蚕糸絹業開発協同組合
国産シルク研究会

養蚕農家（120 戸）
碓氷製糸
丸進機業
カブト
山直織物
坪金工業
南久ちりめん
ワタマサ
江島屋染工場
絹小沢

群馬（23,750.6 ㎏）
春 13,890.5 ㎏
晩秋 9,860.1 ㎏

蚕品種：
群馬オリジナル品種
（ぐんま 200、新小石丸、
世紀二一、上州絹星、
ぐんま黄金）

027-361-2311

H20
承認 蚕太開発グループ

養蚕農家（8戸）
碓氷製糸
マユズミ
門倉メリヤス
蜂須メリヤス
贄田シルク
JA北群馬渋川
JA前橋

群馬（665.1 ㎏）
春 665.1 ㎏

蚕品種：蚕太
ニット製品等 027-231-6586

H20
承認 富岡シルクブランド協議会

養蚕農家（21 戸）
碓氷製糸
宮坂製糸
富岡市長
富岡製糸場
JA甘楽富岡
個人作家（7人）
甘楽富岡蚕桑研究会
富岡シルクタンパク研究会
繭家

群馬（5,857.5 ㎏）
春 2,771.9 ㎏
晩秋 3,085.6 ㎏

蚕品種：ぐんま 200、
錦秋鐘和 0274-64-0005
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提携支援センターから

20 年度蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業実施の概要

１  提携システム構築のコーディネイト事業
（1） 蚕糸・絹業提携システム全国推進協議会の開催（平成 20年 4月 17日、平成 21年 2月

24日（表 1委員名簿参照））
（2） 蚕糸・絹業における情報の収集・提供活動

・ 蚕種製造、養蚕、製糸、製織、流通・小売り関係者等への情報収集・提供の実施（パ

ンフレット２種作成，配布等）　

・ シルク情報誌（シルクレポート）の発行（7月から隔月発行）

・ ホームページの充実等（コーディネーターハンドブック、本事業のＱ＆ Aの作成と

HPへの掲載等）

（3） 提携システム構築に関する相談活動
・ ＪＡ、製糸団体、産地織物工業組合、織物卸商業組合、呉服専門店組合等関係団体や

コーディネーター等の説明会の開催及び個別相談等への対応（事業説明会等へ職員の

派遣・出席）

（4） 蚕糸・絹業情報交換会の開催
・ コーディネーター推進会議の開催（7月 ､8 月開催）

（5） コーディネーターの登録･派遣
・ コーディネーターの登録１０１名（19年度 23名、20年 78名 ､計 101 名）

・ コーディネーター活動への支援（提携グループ構築に向けた活動に対する助成）

２  提携システム構築のバックアップ事業
（1） 特殊繭の生産に関する研修会及び指導の実施

・ 中央研修会（事業推進会議（11月）、養蚕成績検討会（1月）等を通じて実施）

・ 地方研修会 （宮城 ､福島 ､栃木 ､群馬 ､長野 ､愛媛の各県で実施）

（2） 養蚕資材の安定供給対策の整備
・ 養蚕資材の現状分析（全農へ委託して現状調査を実施。現在、取りまとめ結果を基に、

ＨＰによる養蚕資材等の情報提供と供給システムの構築について検討）

（3） 純国産絹製品の試作・展示会の開催及びＰＲ活動の実施

＜蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の活動　（2) ＞
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・ （社）日本絹業協会に委託して、試作及び純国産シルク企画製品展をジャパンシルクセ

ンターにて実施

・ 百貨店等（東京（7月、11月）､大阪（3月））で日本の絹展等を開催し、純国産絹 製品、

純国産絹マーク等のＰＲ活動を実施

  （4） 純国産絹マークの制作、承認、配付、普及及び管理の実施
・ （社）日本絹業協会に委託して純国産絹マークを２０年３月に制定するとともに、純国

産絹マーク審査委員会の開催、純国産絹マークの配付及びＰＲ、純国産絹マークの使

用実態調査等を実施（純国産絹マークは、２１年３月末現在、５４業者１０１表示対

象製品を承認）

  （5） 純国産絹製品市場動向調査
・ （株）東レ経営研究所に委託して実施（純国産絹の消費動向等調査（製糸、糸流通業者、

機屋等アンケート、ヒアリング等）

  ３  稚蚕の安定供給
事業対象 8県 19稚蚕共同飼育所において事業実施（対象箱数：7，324.3 箱）
① 岩手県南農業協同組合
・ １飼育所（岩手南農協花泉稚蚕共同飼育所、268.2 箱）

② 宮城県養蚕産地育成協議会
・ ２飼育所（仙南 ､大内（丸森）57箱）（仙北 ､（志津川）153.5 箱）､計 210.5 箱

③ 福島県優良繭生産推進協議会
・ ２飼育所（持藤田（都路村）838.8 箱））、青木（新福島）262.1 箱）（計 1,100.9 箱）

④ 栃木県養蚕産地育成協議会
・ ２飼育所（JA小山稚蚕共同 ､593.75 箱）、JA 那須南稚蚕人工 402.5 箱）

（合計 996.25 箱）

⑤ 群馬県養蚕産地育成協議会
・９飼育所（前橋 2､ はぐくみ農協 1､ 碓氷安中 1, 甘楽冨岡 1，小川 1､ 上沼１､倉沢１、

影沢１）

（合計 4,644.75 箱）

⑥ 千葉県養蚕産地育成協議会
・ １飼育所（41箱）  （東金市稚蚕共同飼育所）

⑦ ＪＡながのさいがわ営農センター
・ １飼育所（25.2 箱）  （長野市七二会）

⑧ 熊本県蚕糸振興協力会
 ・ １飼育所（37.5 箱）（下益城郡東部稚蚕人工飼育センター（下益城郡豊野町））
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  ４  機械・機材整備への助成
以下の 4製糸事業者で事業の実施
① 碓氷製糸農業協同組合
 ・ 特殊細繊度用繰糸機の設置

② 松岡株式会社
 ・ 自動繰糸機（冷水ユニット）の設置

③ 株式会社宮坂製糸
 ・ 小ロット対応型繰糸機 ､小ロット対応型煮繭機及び繰糸機（揚返部ユニット））の設置

④ 松沢製糸所
 ・ 細繊度対応型繰糸機の設置 ､ビス･蛹分離巻取特殊繰糸機の設置

 ５  提携システム確立グループへの助成
（1） １９年度承認分（平成２０年３月３日 第１回事業推進委員会）
① グループ１６７（ 織道楽 塩野屋）
・ 繭生産量（245.6kg）、（蚕品種：緑繭 1号（都浅黄）、黄白（雌が黄 ､雄が白）

・ 繭生産地：京都府

・ 製品：マフラー、シャツ、靴下、腹巻き、手袋、ウオーマー

② 白繭細１号プロジェクト開発チーム（株式会社マルシバ）
・ 繭生産量（1,472.2kg）、（細繊度蚕品種：白繭細１号）

・ 繭生産地：長野県

・ 製品：着物

③ " 絹を未来に " プラチナボーイ研究会（マルシバ）
・ 繭生産量（1,809.6kg）（蚕品種：プラチナボーイ）

・ 繭生産地：茨城県 、千葉県

・ 製品：プラチナボーイを使った男物着物（結城紬、大島紬等）及び関連製品

④ 日本蚕糸絹業開発協同組合国産ｼﾙｸ研究会（絹小沢）
・ 繭生産量（23,750.6kg）（群馬県育成蚕品種：ぐんま 200､ 新小石丸、上州絹星 ､世紀

21､ ぐんま黄金）

・ 繭生産地：群馬県

・ 製品：胴裏絹、白生地、黒紋付、八掛等

（2） ２０年度承認分（平成２０年４月２２日 第２回事業推進委員会）
① 蚕太開発グループ（門倉メリヤス）
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・ 繭生産量 665.1kg､（太繊度蚕品種：蚕太）

・ 繭生産地：群馬県

・ 製品：ニット製品（ジャケット ､セーター ､パンツ ､ボウシ、カーディガン）

② 富岡シルクブランド協議会
・ 繭生産量（5,857.5kg）、（蚕品種：一般蚕品種（ぐんま 200、錦秋・鐘和））

・ 繭生産地：群馬県

・ 製品：（まゆパフ、スカーフ、ハンカチ、つるるんタオル、美術工芸品、繭クラフト、

おみやげまゆ・生糸等市内の消費を中心に多様なアイテムを展開）

６  養蚕経営の支援（繭代補填）
          　　実 　績            
春　蚕　１２６，５３６kg    　
初秋蚕　　９６，０５８kg      
晩秋蚕　１２３，７８７kg     
　計　　３４６，３８２kg 

委員氏名 所　　属　・　役　職　名
天 羽　　 隆  農林水産省生産局生産流通振興課長
間宮　淑夫  経済産業省製造産業局繊維課長

赤羽　正康  全国蚕種協会会長
秋田　俊毅  全国農業協同組合連合会常務理事
糟谷　範子  ( 財 ) 伝統的工芸品産業振興会常務理事
嵐田　道雄  米沢織物工業組合理事長
碇山　俊光  西陣織工業組合専務理事
石井　良彦  東京呉服専門店協同組合代表理事
市 川　　 駿  ( 社 ) 日本アパレル産業協会顧問
笠 原　　 直  五泉織物工業協同組合理事長
江 原　　 毅  桐生織伝統工芸士会会長
江村　察夫  日本きもの連盟副会長
小澤　淳二  京都織物卸商業組合理事長
狩野　寿作  全国蚕糸行政連絡協議会会長
小島　伸一  ( 社 ) 日本絹人繊織物工業会専務理事
佐々木亮一  ( 社 ) 全日本きもの振興会専務理事
佐藤　康徳  ( 財 ) 日本真綿協会会長
嶋田喜四郎  日本織物中央卸商業組合連合会常務理事
島田　俊弘  中央蚕糸協会顧問
上達　征次  東京織物卸商業組合副理事長
鈴木　重雄  山形県製糸協会会長
高村　育也  全国製糸連絡協議会会長
棚町　敦子  アシェット婦人画報社美しいキモノ編集長
手塚　本衛  全国蚕種協会理事
冨 田　　 篤  全国染色協同組合連合会専務理事
西　　 文 秀  ( 社 ) 日本絹業協会専務理事
西田　光宏  日本全国百貨店協会企画開発部長
長谷　幸治  浜縮緬工業協同組合理事長
樋口　泰三  ( 社 ) 日本生糸問屋協会会長
松 沢　　 正  全国国用製糸協会会長
松村　俊幸  横浜シルクローズ会長
宮坂　照彦  全国国用製糸協会副会長
渡邊　隆夫  ( 社 ) 日本絹人繊織物工業会会長
渡邊　正義  丹後織物工業組合 理事長

髙 木　　 賢  ( 財 ) 大日本蚕糸会会頭（蚕糸・絹業提携支援センター長）

( 表 1　蚕糸・絹業提携システム全国協議会委員名簿 )
（平成 21 年 2月 24 日）

（名簿：アイウエオ順）
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提携支援センターから

平成 20年度の蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業（純国産絹製品づくり条件整備事業）の実施により、提携

システム構築とその推進に向けて取り組んでいる製糸事業者の事業内容の概要について紹介する。

蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業（条件整備事業）
の実施状況について

１　平成 20年度の事業実施の概要
提携システム構築とその推進を図る上

で、絹業者からの多様なニーズに応えてい
くためには、多種・多様で、かつ、小ロッ
トの生産ができるような生糸の生産体制が
必要であり、このためには、繰糸機及び煮
繭機等の生糸製造設備の新設・改良等が必
要不可欠となることから、各製糸業者から
独自の事業実施計画の希望が出され、蚕糸・
絹業提携システム形成支援（純国産絹製品
づくり条件整備事業）を活用して、製糸 4
業者による具体的な取組が行われた。
製糸４業者の事業実施に当たっての共通

点としては、いずれの事業者とも、蚕糸・
絹業提携支援緊急対策事業の目的である、
国産繭・生糸の特長を生かし、生産履歴を
明らかにした高品質な純国産絹製品の生
産・販売を目指す提携グループの中核者と
してグループ活動に参加し、高品質、ある
いは蚕品種の特長をとらえたブランドシル
クの生産等多種・多様な絹のニーズに対応
できる生糸生産が可能となる製糸関係設備
に整備することをねらいとしている。

また、蚕糸・絹業を通じた提携グルー
プの形成により純国産絹製品づくりを推進
し、その生産・販売活動の中から、再生
産が可能な繭代や生糸、絹織物、染色等の
加工代を支払える体制を確立することが本
事業の最終目的であり、この提携システム
の中核者の一員として推進活動を図ってい
る。

２　製糸４事業者の事業実施の概要
（1）碓氷製糸農協の取組

碓氷製糸農協は、繭の主産地群馬県（安
中市）に位置していることから、群馬県に
おいて開発育成された特長あるブランド蚕
品種を用いた高級生糸「ぐんまシルク」（世
紀 21 他 6 品種）、及び既存の蚕品種を用
いた高級生糸の生産とともに、小石丸、プ
ラチナボーイ等の高級ブランドシルクの生
産に取り組んでいる。
提携システム構築・推進が求められる中

で、ニーズの多様化に対応した糸づくりが
求められるとともに全体として荷口の小ロ
ット化が進展してきており、更に高級絹織

＜蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業の活動　（3) ＞
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物志向が高まる中で、細繊度生糸や特殊蚕
品種等ブランドシルクの生産が求められる
てきている。
このような情勢の変化に対応して需要に

応じた生糸を提供していくため、蚕品種、
繭産地、蚕期等ロット毎に異なった煮繭条
件、繰糸条件を設定し、ニーズの多様化に
対応できる多様な生糸生産が可能となる製
糸機械等の整備が必要となってきた。この
ため、20 年度は新たなニーズとして需要
がたかまっている極細高級生糸の生産に対
応できる特殊繊度用の繰糸機等を整備する
生産体制の整備が図られた。

（2）松岡株式会社の取組

松岡株式会社は、多様化する絹需要に対
応するため高品質生糸の生産とともに、「松
岡姫」等の高級ブランドシルクを中心とし
た生糸生産に取り組んでいる。
提携システムの構築・推進が求められる

中で、従来以上に高級化・ブランド化が求
められており、荷口の小ロット化、多品種
化が進む中で、蚕品種、地域別等小ロット
化された荷口毎の特長を生かした製品（生
糸）作りが重要な課題となっている。
小ロット荷口は、荷口毎に煮繭・繰糸条

件等が異なることから、繰糸作業の準備等
に手間取り、煮繭した繭が当日繰糸できな
いことも生じ、このことは、一度煮繭され
た繭は、セリシンが溶解しやすく、生糸品
質（節成績）の低下に大きく影響している
ことが懸念されていた。
このための対策として、セリシンの溶解

度は低温になるほど遅くなること、また、
冷水中の繭は腐敗が遅いこと等から、本事
業において繰糸機に冷水設備ユニットを設
置し、高品質なブランドシルクの生産が可
能な繰糸設備として整備された。

写真 1　碓氷製糸の特殊繊度用繰糸機

写真 2　冷水設備を連結した松岡の繰糸機



（3）株式会社宮坂製糸所の取組

宮坂製糸所は、多様化する絹需要の中で、
昔ながらの諏訪式・上州式の座繰機により、
節やむらがあり、手触りの柔らかい独特の
風合いをもっている生糸や、玉糸、太繊度
低張力糸等独自の伝統的な糸づくりを通じ
て、オリジナル生糸の供給を図ってきてい
る。
一方、提携システムの構築とその推進が

図られる中で、特殊蚕品種を用いた生糸生
産や養蚕農家が特定された小ロット生産に
も対応できる施設に整備するため、本事業
において、真空式小型煮繭機及び小ロット
対応型繰糸機（ＦＲ型）等の生産設備が整
備された。

（4）松沢製糸所の取組

松沢製糸所は、従来、42 中等の太繊度
生糸の生産をしてきたが、提携システムの
構築とその推進が求められる中で、新たに
地域ブランドを活かした提携グループに中
核者として参画するため、国産繭・生糸の
希少性を活かした高品質な純国産絹製品づ
くりに対応できる生糸の生産体制の整備が
求められることとなった。
このため、本事業において、21 中等の

細繊度の高級生糸の生産が可能なＨＲ型自
動繰糸機等を導入し、高品質な高級ブラン
ド生糸の生産にも対応できる生糸生産設備
が図られることとなった。
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平成 20 年度蚕糸・絹業提携システム形成支援事業
（純国産絹製品づくり条件整備事業（うち機械、機材の整備事業））の実施概要

製糸業者 導入整備した機械、機材
碓氷製糸農協 極細用特殊繊度用繰糸機（ＨＲ -２型）の設置
松岡（株） 自動繰糸機（冷水設備ユニット）の設置
（株）宮坂製糸所 真空式小型煮繭機、小ロット対応型繰糸機（ＦＲ型）の設置等
松沢製糸所 ＨＲ型自動繰糸機、ビス・蛹分離特殊型繰糸機の設置

写真 3　宮坂製糸の小ロット対応型繰糸機 写真 4　松沢製糸のHR型自動繰糸機
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支援センター活動日誌№６（H21.3.1 ～ H21.4.30）

年月日 活　動　内　容　等

21.3.2 純国産絹マークの管理状況実態調査（静岡）

21.3.3
～ 21.3.4

高島屋「日本の絹展」打合せ及び純国産絹マーク展示コーナー設置打合せ
　（大阪、京都）

21.3.4 純国産絹マークの管理状況実態調査（東京）

21.3.4 純国産絹マークの管理状況実態調査（京都）

21.3.4
～ 21.3.6

蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会
純国産絹マークの管理状況実態調査等（京都）

21.3.5
～ 21.3.6

純国産絹マークの管理状況実態調査（青森）

21.3.5 純国産絹マークの管理状況実態調査（岩手）

21.3.9 純国産絹マークの管理状況実態調査（東京）

21.3.11 蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会（東京）

21.3.12 純国産絹マークの管理状況実態調査（横浜）

21.3.12
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業に係る
　事業実施事業者への事業遂行状況等の現地調査（群馬）

21.3.13 純国産絹マークの管理状況実態調査（福島）

21.3.14 純国産絹マーク展示コーナーの除幕式（群馬県立日本絹の里）

21.3.27
～ 21.3.29

純国産絹マークの管理状況実態調査（東京）

21.4.2 第 3回事業推進委員会

21.4.10
～ 21.4.11

蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業説明会（宮崎）

シルクレポート  2009.512
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今月の話題

１．繭の販売先
平成 20 年の繭流通については、全農と

して「蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業」
を推進する一方、繭代補てん事業を活用し
つつ従来の製糸業者をはじめとした取引先
に販売してまいりました。
販売先は８社（山形県・松岡株式会社、

群馬県・碓氷製糸農協、長野県・宮坂製糸
所および松沢製糸所、埼玉県・㈲コバヤシ、
真綿需要者として福島県真綿協会および近
江真綿振興会（滋賀県）、野村シルク博物館）
に対して販売しました。
併せて、化粧品の素材である「パフある

いはコットン」への用途として平面繭、副
蚕糸の緒糸等の販売を推進しました。
この平面繭の製造については新潟県の特

許であるため、県の許諾を得て栃木県およ
び茨城県で本年度試験的に製造したもので
す。

２．繭生産・価格等の実績
平成 20 年度における全国の繭生産状況

は、春蚕期 145.7t（前年比 84.1％）、初

秋蚕期 96.1t（前年比 87.7％）、晩秋蚕期
139.0t（前年比 94.1％）、合計 380.8t（前
年比 88.5％）が生産され、全量が契約締
結されました。
なお、上記 380.3t のうち提携グループ

で消費された繭は 33.2t（春 18.4t、初秋
0.1t、晩秋 14.7t）でした。
蚕期ごとの繭生産状況等は、以下のとお

りです。（別表参照）

（１）春蚕期

都県別に見ると、青森県、宮城県、高知
県は、生産量が少ないながらも増加した一
方、生産量上位５県（群馬、福島、埼玉、
栃木、茨城）は、いずれの県も減少しました。
これは、関東、東北地域で日照不足による
桑の伸びが足りなかったことも要因の一つ
です。
繭の品質では、1,900 円以上の優良繭の

割合が 62%、このうち 2,000 円を超える
高品質繭の割合は 61％でしたが、前年に
比べ 16％も下回る結果となりました。

全国農業協同組合連合会　園芸農産部
特産販売課　　筧　文平

養蚕の現場から－ 20年度養蚕成績と今後の課題等－
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（２）初秋蚕期

初秋蚕期の生産状況は、高温環境であっ
たため作柄は大きく落ち込むと伴に、繭品
質および収繭量の低下が見られました。
特に、2,000 円以上の繭の比率は、昨年

に比べ 26％も下回る 17％にとどまりまし
た。

（３）晩秋蚕期

昨年同様に飼育期間中（９月）の気象が
高温で推移したことにより、飼育期間（食
桑日数）が短かくなる傾向がみられました。
このため、単繭重（繭１個あたりの重量）
が小さくなり、収繭量が減少しました。

（４）繭価格

蚕期別の繭価格については、上記（１）
～（３）にある要因等により、前年を若干
下回る実績となりましたが、晩秋蚕期にあ
っては前年とほぼ同様の成績となりました。

※繭価格の単純加重平均（消費税込価格）
①春  蚕  期：2,045.3 円（前年対比　99.6％）

②初秋蚕期：1,904.9 円（前年対比　98.8％）

③晩秋蚕期：2,035.2 円（前年対比 100.4％）

④年間平均：1,955.1 円（前年対比　99.6％）

また、一般に優良繭（販売価格 1,900 円
以上）と言われる繭生産数量の分布は以下
の通りとなりました。

繭代 2,000 円以上 繭代 1,900 ～ 2,000 円
春蚕期 ６１％ １％
初秋蚕期 １７％ ３２％
晩秋蚕期 ８５％ ３％

４．養蚕現場での課題等
全農による繭販売を行うにあたり、全国

の繭生産地では、いくつかの課題が提起さ
れ、これに対する対応策の検討が急がれて
います。
（１）稚蚕共同飼育体制の整備

蚕作安定の重要な技術として、稚蚕共
同飼育があります。現場では、この稚蚕共
同飼育所の運営にいくつかの課題がありま
す。
経営的には、掃立箱数の減少に伴い、稚

蚕共同飼育所の稼働率の低下と飼育経費の
アップにより、運営経費の収支バランスが
崩れ始めています。
また、稚蚕共同飼育所施設が老朽化し、

運営母体（主に農協が運営しています）の
負担が増してきています。この点について
は、本年度から、財団法人大日本蚕糸会の
蚕糸絹文化活性化推進事業による支援が得
られることとなりました。

（２）繭の出荷体制

繭の販売については、上述の通り、各社
へ販売していますが、繭の集荷、出荷のロ
ットが小さくなりつつあり、流通の非効率
化があります。繭は常温においておくと、
蛾が出て繭の商品価値がなくなるため、適
期に収繭し、出荷する必要があります。こ
のため、繭出荷数量は小口化し、経費負担
が高まってきています。

（３）養蚕用資材の安定供給

養蚕農家が使用する養蚕用資材について
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は、特殊なものが多く、かつ製造体制が弱
体化しています。このため、いくつかの資
材については、安定供給体制の確立が求め

られています。蚕糸・絹業提携支援センタ
ーのご協力を得て、早急な対応を行うこと
としています。

平成 20 年度繭生産量第 5回目調査結果（全農集計に財団法人大日本蚕糸会蚕糸・絹業提携支援センター集計分を加えた数値）
平成 20年 12 月 15 日現在（単位：kg、％）

都府県等 春　　蚕　　期 初　　秋　　蚕　　期 晩　　秋　　蚕　　期 年　　　　　間
19 年 20 年 前年対比 19 年 20 年 前年対比 19 年 20 年 前年対比 19 年 20 年 前年対比

青森県 212.1 226.3 106.7% 189.5 165.0 87.1% 150.0 138.1 92.1% 551.6 529.4 96.0%
岩手県 2,947.4 2,767.2 93.9% 4,516.9 4,014.2 88.9% 4,432.0 4,169.4 94.1% 11,896.3 10,950.8 92.1%
宮城県 4,234.3 4,373.5 103.3% 3,865.2 3,661.3 94.7% 3,984.3 4,306.4 108.1% 12,083.8 12,341.2 102.1%
秋田県 0.0 0.0 ー 185.6 186.0 100.2% 295.5 285.3 96.5% 481.1 471.3 98.0%
山形県 2,884.5 2,188.4 75.9% 1,491.8 1,256.8 84.2% 2,655.4 2,163.4 81.5% 7,031.7 5,608.6 79.8%
福島県 19,525.7 18,099.0 92.7% 16,371.1 14,171.6 86.6% 20,667.7 19,158.9 92.7% 56,564.5 51,429.5 90.9%
茨城県 7,642.5 5,778.0 75.6% 4,591.1 3,809.0 83.0% 5,622.5 4,651.8 82.7% 17,856.1 14,238.8 79.7%
栃木県 15,591.7 14,781.6 94.8% 8,101.1 7,407.5 91.4% 16,508.7 17,169.4 104.0% 40,201.5 39,358.5 97.9%
群馬県 78,021.2 63,160.4 81.0% 46,854.8 40,895.1 87.3% 60,729.4 57,163.4 94.1% 185,605.4 161,218.9 86.9%
埼玉県 15,474.8 12,053.5 77.9% 9,684.0 8,713.2 90.0% 12,817.3 11,987.8 93.5% 37,976.1 32,754.5 86.3%
千葉県 1,841.7 1,385.6 75.2% 1,109.7 667.0 60.1% 1,205.5 1,814.6 150.5% 4,156.9 3,867.2 93.0%
東京都 615.0 588.4 95.7% 0.0 0.0 ー 528.5 425.8 80.6% 1,143.5 1,014.2 88.7%
神奈川県 1,071.6 876.5 81.8% 642.3 594.3 92.5% 1,245.9 874.5 70.2% 2,959.8 2,345.3 79.2%
山梨県 6,336.4 5,574.2 88.0% 2,371.7 2,315.6 97.6% 4,538.8 3,780.3 83.3% 13,246.9 11,670.1 88.1%
長野県 5,693.7 4,834.2 84.9% 4,679.7 3,873.5 82.8% 5,298.4 5,057.6 95.5% 15,671.8 13,765.3 87.8%
新潟県 0.0 0.0 ー 0.0 0.0 ー 132.3 130.4 98.6% 132.3 130.4 98.6%
岐阜県 2,570.9 2,072.5 80.6% 767.1 537.3 70.0% 1,995.0 1,747.5 87.6% 5,333.0 4,357.3 81.7%
静岡県 807.1 408.0 50.6% 0.0 0.0 ー 102.7 0.0 0.0% 909.8 408.0 44.8%
愛知県 179.4 112.9 62.9% 0.0 0.0 ー 23.0 0.0 0.0% 202.4 112.9 55.8%
兵庫県 119.0 120.0 100.8% 112.6 92.0 81.7% 98.0 90.0 91.8% 329.6 302.0 91.6%
京都府 41.5 88.5 213.3% 0.0 73.1 ー 0.0 84.0 ー 41.5 245.6 591.8%
徳島県 2,888.0 2,390.5 82.8% 1,344.5 1,003.8 74.7% 1,766.1 1,163.2 65.9% 5,998.6 4,557.5 76.0%
愛媛県 2,884.6 2,590.9 89.8% 2,388.7 2,503.1 104.8% 2,327.2 2,220.1 95.4% 7,600.5 7,314.1 96.2%
高知県 273.8 339.2 123.9% 0.0 0.0 ー 193.4 174.6 90.3% 467.2 513.8 110.0%
熊本県 1,416.3 911.8 64.4% 386.6 191.9 49.6% 339.6 202.7 59.7% 2,142.5 1,306.4 61.0%
全国計 173,273.2 145,721.1 84.1% 109,654.0 96,131.3 87.7% 147,657.2 138,959.2 94.1% 430,117.2 380,811.6 88.5%
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国内情報

◆ 概　況
○少子化やライフスタイル・生活環境の変
化等から長らく漸次右肩下がりで推移し
てきた和装業界だが、３年前の過量販売・
過剰与信の社会問題化で深刻な消費者不
振を招き、更に今日では世界同時不況の
大渦に巻き込まれるなど、ここに至って、
和装市況は以前にも増して急速に悪化し
てきている。特に、米国発のサブプライ
ムローン問題は、世界規模の金融危機を
引き起こし、昨年秋口より実体経済にも
大きく波及し、消費マインドを急速に冷
え込ませた。その影響は、自動車をはじ
めとした高額品の購買において顕著であ
り、和装品もその例外ではない。
○ローン規制や消費意欲の減退等から小売
では量・価格面（上代）ともに苦戦を強
いられ、量販店・催事販売といった従来
のビジネスモデルも崩れつつある中、川
下小売の縮小が進んでいる。また、流通
段階では、商品が前に流れない中で返品・
見切り処分品などが逆流するなど、生産
調整も焼け石に水状態で、在庫水準は依
然高いままである。加えて、委託販売、
浮貸し等も蔓延し店頭に目を引く商品も

少なく、消費を引き込むこともなかなか
難しい状況にある。
○「昨年９月以降目に見えて悪化し、年明
け後は更に厳しくなった。また先行きは
全く不透明で、打つ手が見つからない。
こうした状態が今後１～２年は続くので
はないか。最後は体力勝負となるだろ
う。」といった見方が、今回調査を行っ
た経営者方々のほぼ一致した意見であっ
た。
○こうした業況にあって、業態を問わず、
より前（川下販売）に出て行こうとする
傾向が鮮明になってきた。以前から「白
生地卸」「染加工問屋」「前売問屋」とい
った業態の垣根は低くなっているが、今
後はより混在化していくものと思われ
る。これは、「過密な流通構造を見直し、
ものづくりに携わないと生き残れない」
という危機感から、作り手の顔が見える
商品、同価格帯でも差別化した企画商品
等をより前で商うことで、この苦境に活
路を見出そうとする動きとなって現れて
いる。

◆ 流通・販売

室町・西陣和装市況　「聞きある記」

（財）京都産業 21 北部支援センター
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○高額品は売れず、作家物は急激に減って
いる。
○以前はセットもので 50 万円前後が売れ
筋の中心であったが、今は 20～ 30万円
後半の価格帯が最も動いており、上代は
確実に下がってきている。また、これま
で堅調であった百貨店・デパートの苦戦
も聞かれ、地域的には関東圏に比べ関西
圏・名古屋圏での販売不振が目立つ。
○ローン規制強化の話もあり、今後なお一
層ローン決済範囲内での上代設定が求め
られ、ＮＣなどの店頭では値頃品割合が
高まると思われる。
○現在、流通在庫は数年分あるとも言われ
るが、これお如何に消化するかが、流通
の当面する大きな課題である。同時に、
スリム化を図る構造改善や取引ルールの
見直し、意識改革等も求められるところ
である。

◆ 生産・商品
○振袖は、ある程度数量が見込めることか
ら、振袖に特化した会社も多く、例年に
比べ早いスタートとなった。しかし作り
過ぎたようで荷余り感が強い。
○成人式で女性の大半は振袖であったが、
レンタル等も多かった。消費者感覚は、
所有から着装へと変わりつつあり、レン
タル割合は今後増すと思われる。こうな
ると購入割合は減ることとなるが、「比較
的安価で手軽に利用できるレンタルは、
和装愛好者を掘りお越こし和装需要の拡
大に結び付く」との見方もある。
○値頃価格で本当に良い商品を提供しよう

と、生地によっては、染加工も含め国内
といった「こだわり」に縛られない展開
も見られる。
○「日本の繭」については、糸から原点に
戻ることを指向し、糸販売も含めたビジ
ネスモデル構築に取り組む企業があっ
た。
○また、商品に二次元バーコードを付け携
帯電話でも商品情報を呼び出せるシステ
ム構築を図り、「生産者の顔が見えるもの
づくり」によって、商品の確かさや品質
を説明するトレーサビリティーへの取組
も見られる。

◆ 西陣メーカー
○平成 20 年の西陣帯地出荷数量は 86 万
7,490 本で前年比 11.3％減、同出荷金額
は 201 億 5287 万円で前年比 19.8％減
となった。比較的単価の低い一般大衆向
け商品に動きが見られる趨勢は変わって
いない。
○帯は、輸入品の流入もあって着物以上に
業況は悪い。なお、稼動状況がよい値頃
品メーカーも一部あるが、こうした商品
が市中に出回ると市場価格の下落に拍車
がかかることが懸念される。
○一方、生産面においては丹後産地と同様、
織り手の高齢化や関連業種（補正、紋紙
等）の転廃業が進んでおり、将来ものづ
くり体制の確保が不安視される。

調査機関：（財）京都産業 21 北部支援センター
（〒 627-0004  京都府京丹後市峰山町 225 番地
　　　　　　　　（丹後・知恵のものづくりパーク））
調 査 日：平成 21 年 2月 10・12・13 日
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海外情報

商務部と農業部連名にて 2009 年度家蚕蚕
種、家蚕繭及び家蚕生糸の生産指導計画を
全国に通知
中国商務部弁公庁と農業部弁公庁は先ご

ろ（本年 3 月 2 日付け）、各省、自治区、
直轄市の商務主管部門（繭シルク調整事務
局部門）と農業庁（委員会、局等の養蚕振
興部門）に対して「2009 年度全国家蚕蚕種、
家蚕繭及び家蚕生糸の生産指導計画」を通
知した。その概要は以下のとおりである。

2008 年の家蚕繭生産状況は異常低温、
降雨、凍雪害の災害、四川汶川大地震及び
国際金融危機の影響を受け、家蚕繭生産量
は減少、同繭品質は低下、同家蚕繭の買付
価格も低下し、加えて生糸生産量及びシル
ク商品の輸出も減少傾向となり、中国シル
ク産業の情勢は極めて厳しいものになって
きている。統計によれば、全国の桑園面積
は 1,329.83 万ムー（88.66 万 ha）で前年
比 1.64% 減少、家蚕繭生産量は 68.34 万
トンで前年比 15.87% 減少、家蚕生糸生産
量は 9.86 万トン（164 万 3 千俵）で前年
比 9.0% 減少、シルク商品輸出額は 34.93
億ドルで前年比 3.26% 減少であった。

中国の家蚕繭生産量と家蚕生糸生産量は
減産になっているが、近年のシルクの輸入

量は減少傾向にあり、生糸需要に対しては
基本的に在庫をもつて消化・対処してきて
いる。一方、国内市場の需要は引き続き増
加しており、国家の繊維振興及び輸出促進
政策は、シルクの輸出にとって有利な情勢
下にある。
現在、シルク商品は確かな潜在需要を有

しており、蚕繭生産量が減産したことは、
一時的に過不足現象を生じても 2009 年度
の原料需給は総体的にバランスが取れるこ
とが見込まれている。

中国シルク業界のマクロ的指導を強化
し、生糸需給バランスを維持し、業界を
安定的に発展させ、農業、工業、貿易の
利益を守るため、関係部局の意見を通じ、
2009 年度の全国家蚕蚕種掃立量、家蚕繭
及び家蚕生糸の生産規模は 2008 年度と同
水準とすることとし、（家蚕蚕種掃立数量
1,937 万枚、家蚕繭生産数量 68 万トン、
家蚕生糸生産数量 10 万トン）ここに確定
して公表する。（地区別内容は、資料 1～
3のとおりである。）
この計画を参照し、現地実態を踏まえて、

2009 年度の家蚕蚕種の掃き立て、家蚕繭
及び家蚕生糸の生産面の指導を適切に実施
されたい。

中国シルク事情
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各地においては、シルク市況の変化、市
場の消費需要とシルク業界の特殊性を考慮
し、研究分析と情報管理を強化し、合理的
に生産規模を決定するものとする。生産現
地にあっては、科学的発展活動を学習・実
践し、自然災害を受けた生産基地の回復、

再建工作を行い、科学的新技術の導入、農
民への生産指導等適切な生産管理をもっ
て、蚕種の品質を高め、蚕病の広域拡大を
厳重に抑止して、中国シルク業界の健全で
安定した発展を確保するものとする。
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トピックス

シルクレポート  2009.522

国内産地情報
絹織物産地の概況（３月）

流通・織物ともに状況は月を追って悪化している　
＜原糸＞
中国市場の生糸価格は、中国国内における買換えや、市場振興のための増値税の還付率の

引き上げ等で安定している。春繭は減産が予想されるが、在庫があるため量的に不安はない。
　しかし、日本国内では先行きが不透明なため目先必要な物のみ手当であった。

＜白生地＞
・丹後の縮緬生産は、前年比、67％で、無地 49％紋生地 74％となった。標準価格の下押し
圧力は強いが個々の在庫は少なく縮小不均衡に歯止め感が期待される。操業日数は 19日
で前年より 3日減少している。

・長浜の生産は、前年比 85％で減産が続いている。操業日数 18日で前年と同日、本格的な
回復に程遠いが、古代にまとまった注文が入った。

・五泉は、生産量は大幅な減産で前年比は 35％の減であった。
・福島は、和装を中心に減少は厳しく操業度も落ちている。
・福井は、小幅は輸入品の価格競争で更に悪化、広幅も含め前年比 30％も減少している。
・岐阜は、織物生産は注文の減少でより厳しくなって来ている。
・群馬・埼玉は、売行き状況が落込んでいることから生産ペースは低下。前年比 25％の減産
となっている。

＜先染織物＞
・西陣の帯は、値頃商品に限定されるが、比較的健闘している小売店とつながっている機業
では稼働も安定している。しかし、全般的には鈍い状況である。

・十日町は、振袖と留袖は昨年を上回つて健闘したが、他の品は全般には減産。
・博多は、紋系は袋帯が順調だが八寸は今ひとつであった。平地系は夏物商品が本格的に動
きだしたようである。

・山梨は、服地は厳しいながら健闘している。ネクタイは売れる状況にない。
・米沢は、呉服は荷動きが鈍く、服地は輸出がほとんど出来ず減産に歯止めがかからない。
・西陣のネクタイは端境期にあり、全般的には 6割の稼働と思われる。特にフォーマルの動
きが悪い状況にある。

＊ ( 社 ) 日本生糸問屋協会月報 21. ４.14 第 720 号による。



シルクレポート  2009.5 23

海外シルク情報
中国

国家備蓄生糸の買換えを実施へ
世界のシルク大国、中国においては、シルク産業の国家主務官庁である商務部 ( 国家繭絲

綢弁公室 ) の承認を得て、国家備蓄制度による買上生糸の買換えを実施する旨のアナウンス
を本年 2月 12日におこなっている。
これの主な内容は次のとおりである。
① 買換え対象生糸 : これまで国家備蓄制度により買い上げた生糸のうち、1年以上在庫
した生糸とする。
② 買換えの申込を認める企業 : 国内シルク関係企業であって国内生糸の生産、加工及び
貿易に一定の実績をもつ企業とする。
③ 申し込み企業ごとの買換え最小ロット :50 荷口（500 俵）
④ 買換え条件 : 対象企業は、備蓄生糸を倉出しする数量と同数量の国家検定書付き生糸
を倉入れするものとし、倉出しと倉入れまでの期間は一定の保証金を提供しなければな
らないとし、これに関係する検査費用、輸送・運搬費用は当該企業が負担する。
⑤ 具体的な買換え実施機関 : 国家繭絲綢弁公室より委託を受けた「中経実業開発公司」
　( 半官半民のかつての農畜産事業団のような機関 )
⑥ 根拠規定 : 国家備蓄生糸買上規定及び国家備蓄生糸保管年度計画
この生糸買換え工作の実施は、放出生糸と同数量の生糸を再在庫することから国内繭糸需

給に悪影響を与えないことを今回のアナウンスは強調している。
中国では、昨秋の十月以降、国際金融不安の影響からシルクの輸出に減少傾向が見られ、

国内生糸価格は大幅に下落しており、9月以前の 180 元／ kg 台から 160 元／ kg 台への低
迷が本年になっても続いている。日本への生糸輸出価格も折からの円高の影響からキロ当た
り2,000円台(2,800～2,900円／kg)が出現するところとなっている。このような動きから、
良質な浙江、江蘇産備蓄生糸を市場に放出・確保し替わりに中西部産生糸を国家備蓄として
市場より隔離して、生糸の国内価格の回復かつ輸出適格品を確保する方策が今回の備蓄生糸
の買換え工作の狙いであろう。大国・中国の国内価格は、世界各国への輸出価格と直結びつ
いており、今後の中国初の試み「備蓄生糸の買換え工作」の動向から目を離せない状況が続
きそうである。
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2008 年家蚕繭生産状況
１．主要統計
○蚕種掃き立て数量：1,750.8 万枚（対前年比 17.2% 減）
○家蚕繭生産量：65.86 万トン（対前年比 16.3% 減）
○家蚕繭収繭量（製糸工場等の買上数量）：54.06 万トン（対前年比 17.5% 減）
○桑園面積：1,268.9 万ムー ( ＝ 845，933ha)（ほぼ前年同）
このように 2008 年度の家蚕繭生産量は、２年連続しての農家の繭買い上げ価格が大幅に

下落したことから養蚕農家の生産意欲は減退し、対前年比約２割弱の減産となった。これは
12年前の 1996 年以来の大幅な減産を記録するところとなった。

２．産地別状況
産地別で増産になったのは山西省 6,688 トンで 4%増だけであり、雲南省は 34,500 トン

で前年と同。その他の産地は軒並み減産となっている。中でも前年比15％を超える減産とな
った産地は、湖南省 2,540 トンで 40%減、広東省 6,205 トンで 24%減、四川省 69,000 ト
ンで 23% 減、江西省 8,600 トンで 22% 減、重慶市 22,140 トンで 21% 減、浙江省 73,882
トンで 18%減、安徽省 31,800 トンで 18％減、広西自治区 170,907 トンで 17%減であり、
ちなみに優良産地の江蘇省は 95,000 トンで前年比 9%減となっている。

３、四つの減産要因
○繭糸価格の下落
ここ数年乾繭価格をみると 2006 年は 64 ～ 75 元／ kg、2007 年は 54 ～ 62 元／ kg、

2008 年は 45 ～ 56 元／ kg となっており、2008 年の乾繭価格は 2006 年に比較して 25～
30％も減少している。加えて、2008 年後半の生糸価格は、それまでの 200 元／ kg（3,200
円／ kg）から 130 元／ kg（1,950 円／ kg）と大幅に下落しており、これでは原料繭購入原
価を割り込む赤字となっており、これらのことから最終的に蚕種掃き立てを大幅に控える要
因となっている。
○シルク関係経費の原価の大幅な上昇
最近では、シルク製品の最終販売価格は年々下降傾向に推移しており、一方、養蚕農家及

び関係企業の生産資材価格は大幅な上昇傾向にあり、例えば、化学肥料、農薬、ガソリン、石炭、
人件費は年々高騰している。別の面で食糧や綿栽培に対しては国家から保護(補助)があるが、
養蚕に関してはこれが少なく、農家の生産意欲は減退傾向にあり、部分的にではあるが、桑
園が抜根改植されている地域も出現してきている。
○自然災害
  年当初における南方の大雪害、５月の汶川大地震、６月に襲った地域的な長期の大雨被

害等は、昨年の養蚕飼育に大損害を与えた。
○都市化進展の影響
中国各地の都市は、近年、高度成長のため絶えず拡張しており、かつ、高速道路と鉄道は年々

増設敷設され、これらが既存の耕地、桑園を消滅させていることは事実である。 
  
＊ ( 社 ) 日本生糸問屋協会月報 21.3.13 第 719 号及び 21.4.14 第 720 号による。
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シルク豆辞典

　

私たちの祖先は、自然の厳しい変化に耐
えながら田畑を耕し生計をたて、幾千年も
の歳月を過ごしてきました。先人はそうし
た長年にわたる経験から得た生きる知恵を
技術として農書に纏め残しました。一方で
それを超える沢山の故事・農諺が父から子
へと伝えられてきました。ここでは、蚕糸
に関わるそうした諺や成句のいくつかを紹
介したいと思います。

１．苞桑の戒め
苞
ほうそう

桑は、桑根の皮が丈夫で強靭のことか
ら転じた、「根本の固い事」の意で、「苞桑
の戒め」は『易経』にある「尊い位にある
者は滅亡にいたる日のある事を考え、常に
己の行動を恐れ慎まなければならない」を
指す諺と言われています。

先々を考へ行いを慎み災難を未然に防
ぐ、根本の固い事を示す「苞桑の戒め」の
元は、『詩経』の「鴟

しきょう

鴞（ヨタカ）」の故事
によるようです。周の武王は殷

いん

の紂
ちゅう

王を滅
ぼして周王朝をたてました。弟の周公姫

きた ん

旦
はその兄を助け、兄の死後は幼い甥、成王

の後見人として内政を整え天下の安定に努
めるのでした。孔子が理想の聖人に挙げる
周公ですが、周公に不満を持つ弟の管叔、
蔡叔、霍叔達は紂王の子武

ぶこ う

庚に唆されて反
乱をおこすのでした。乱が治まった後も、
成王は「周公は王位の簒奪を企てている」
という管叔達の唱えた流言に惑わされ周公
を疑うのでした。周公は、

鴟鴞よ鴟鴞（武庚）。すでにわが子（兄

弟）をとる。わが室（王朝、巣）を毀（こわ）

すなかれ。天のいまだ陰（くもり）雨降ら

ざるにおよびて、彼の桑土（桑の根）をはぎ、

牖
いう

（窓）と戸を綢
ちゅうびゅう

繆（固く結わえつけ）する。

いま女
なんじ

下民、敢えて予
よ

を侮ることあらん

や。（『詩経』豳
ひんふう

風の詩、鴟鴞の一部）　

と、武庚をヨタカ、成王をひな鳥、王朝
を巣に喩え、「風雨の到来を前に親鳥（周
公）が強靭な桑根の皮を剥ぎ巣の入り口や
隙間をがんじがらめに繕い災難を未然に
防ぐ」の詩を作り、成王を諭したという
「桑
そうどちゅうびゅう

土綢繆」の故事を踏まえたものといわ
れます。
「苞桑の戒め」は、例えば『三国志』の

シルクの豆辞典（21）
故　事  ・  農　諺　（１）

―　苞桑の戒め　―

信州大学
名誉教授　嶋崎　昭典



シルクレポート  2009.526

第十三話、

我、遺
れ き し

史を観て悲しみに耐えず。

金古茫々黍
し ょ り

離を歎ず。人君はまさに

苞桑の戒めを守るべし。

に見られます。文中の黍離は、『詩経』
王風の「周の王室が西方の異民族の圧迫を
避け、都を東へ遷した。暫くして一人の重
臣が旅の途中、前の王都鎬

こうけい

京（西安）を訪
れたところ、都の跡はすでに一面の黍畑に
なっていたのを見て悲しんだ」「黍離」の
詩を指すといいます。「苞桑の戒め」はこ
のように、盛者必衰のことわりを心に留め、
身を慎む大切さを伝える格言と言います。

２．陌上桑
「陌
はくじょうそう

上桑」は、陌
みち

の上
ほと

りで桑を摘む美し
い羅敷夫人に言い寄った王様が手厳しくは
ねつけられる滑稽な寸劇風景の漢代楽府の
曲名で、その故事を受けて、貞操の固い夫
人の意につかわれます。次にその概要を示
します。
中国は戦国時代のこと、邯

かんたん

鄲の秦氏に羅
敷（らふ）と言う美しい娘が居り王家の家
令、王仁　に嫁ぎました。羅敷はカイコを
飼うのが上手で、道のほとりで桑摘みをし
ていますと、道行く人は荷を下ろし髭をし
ごいて見とれるし、若者は頭巾をかぶって
格好をつけ、畑中の人は手を休め仕事を忘
れます。家に帰ってガミガミ家人に当たり
散らすのは、みんな羅敷を見たのが原因で
す。ある日太守の趙王が五頭立ての馬車で
やってきました。馬は美人を見て立ち止ま

り進みません。太守は家来に命じて身元を
正します。「秦氏の娘で名は羅敷。年は 15
を少し過ぎているようです」。家来は再び
王の命を受け「お殿様の命令だ。共に王宮
へ行くように」。これを聞いた羅敷は夫王
仁の凛々しい男らしさをお惚気一杯歌い上
げきっぱり拒絶し婦道を全うします。
漢代の歌謡曲として作られた、作者無名

の「陌上桑」の楽府は、例えば唐代の駱賓
王（？－ 684）の七言古詩「帝京篇」で「娼
婦の銀

ぎんこう

鉤（銀のかぎ）採桑の路。羅敷の使
君（地方の長官，羅敷の夫）千騎帰る」な
どに引用され、また、俳諧・芭蕉翁反古文（花
屋日記）―上「園女がいまだ若くして、陌
上桑の調

みさほ

あるをほめたまいたる吟なり」な
どのように、貞操の固い夫人を指すときの
言葉につかわれています（図）。

図　陌上桑の羅敷（上垣守国「養蚕秘録」）
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３．桑　楡
夕方になると、中国語で桑、楡と呼ばれ

る二星が西の空に現れます。夕日の光が地
上の桑樹や楡の梢を照らす様子とも合わせ
転じて、「桑

そう ゆ

楡」は、夕暮れ時、晩年、老
年などを指す成句として使われています。
例えば魏の曹

そうしょく

植「贈白馬王彪（はくばお
うひょうにおくる）」の詩にも桑楡の句が
みえます。後漢の献帝初平 3年（192）魏
の曹操の子として生まれた曹植は、才能に
恵まれ父の愛を一身に受け幸せな少年時代
を過ごすのでした。しかし、兄曹丕

ひ

との相
続争いに巻き込まれ、26 歳ごろからは暗
い運命を辿るのでした。黄初 4年（223）
仲の良かった実の兄曹彰が毒殺され、同じ
年の 7月異母弟の白馬王彪との帰国も、当
路の下役人によって拒否されます。「贈白
馬王彪」の詩（一部）

秋風微涼を発し　寒蝉我が側
かたわら

に鳴く。

人生まれて一
いっせい

生に処
お

るも、去ること朝

露の曜
かわく

が若
ごと

し。年桑楡の間に在り、影響追

うこと能わず。自ら顧みるに金石に非ず。

咄
とつしゃ

唶して心を悲しましむ

は、そうした弟の白馬王と別行動を取る

事を余儀なくされ、曹操の子としての誇り
も傷つけられたときの詩です。曹植には、
秋風は冷たく、側に鳴くひぐらしは一層も
の淋しさを誘うのでした。人として生まれ
た一生も、朝日と共に消える朝露のように
儚
はかな

く、わが年も既に桑楡の間にあると嘆い
ています。
一方、良寛（1758 － 1831）は、

行き行きて田
でんしゃ

舎に投ず　正に是れ桑楡の時

　鳥
ちょうじゃく

雀は竹林に驟
あつま

り　啾
しゅうしゅう

啾相率いて飛ぶ。

と詩っています。「夕暮れ（桑楡）時に
なったので、田舎家に一泊の宿を乞う。ス
ズメたちは竹やぶに集まりピーチク鳴きな
がら飛び交っている」と桑楡をここでは夕
暮れの意に用いています。
なお、西空に現れる星の桑、楡（飯塚朗

中国故事。角川選書。1974）の二星を捜
しましたが確認できませんでした。曹植と
同じ時代の陳卓（230 － 320）が 1464 星
を示す星表を作った記録がありますが後世
に伝わっていません（白倫蘇州大学教授）
とのことです。桑、楡の二星はそこに示さ
れていた星座名かもしれません。
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登録コーディネーター一覧
蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧　　　　　　　　　平成 21 年 4月 27 日現在

（注）標記名簿は公表を了承された方のみ掲載しております。
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１９－０２１ 門 倉　 重 行 門倉メリヤス株式会社代表取締役

１９－０２２ 川 瀬　 久 弥 樋口株式会社工場長

１９－０２３ 福 永　 吉 穂 江一株式会社原糸事業部長

２０－００１ 笹 口　 晴 美 有限会社ミラノリブ代表取締役

２０－００２ 薦 田　 智 昌 ロード・ニジュウイチ株式会社代表取締役

２０－００３ 西 澤　 厚 男 中央蚕糸協会専務理事

２０－００４ 佐 藤　 幸 香「香染」工房主宰

２０－００５ 土 井　 芳 文 絹小沢株式会社業務推進役

２０－００６ 石 田　 克 己 二十一世紀の絹を考える会世話人代表

２０－００７ 深 田　 祥 二 株式会社深田商店専務取締役

２０－００８ 兵 頭　 眞 通 愛媛蚕種株式会社代表取締役

２０－００９ 草 間　 健 一 株式会社草間商会代表取締役

２０－０１０ 前    田　 　進 　　 有限会社スリーエスプランニング代表取締役

２０－０１１ 星 野　 伸 男 新増澤工業株式会社代表取締役

２０－０１２ 昆 野　 和 夫 前いわい東農業協同組合養蚕農家指導担当

２０－０１３ 阿 部　  末 男 岩手県養蚕活性化推進協議会代表

２０－０１４ 俵　  　   武 司 株式会社千總副部長

２０－０１５ 原 田　 尹 文 有限会社ハラダ代表取締役

２０－０１６ 西 尾　 仁 志 有限会社西尾呉服店代表取締役

２０－０１７ 山 根　 敏 男 松村株式会社繊維原料部部門長

２０－０１８ 都   木　 裕 一 郎 ニッケン通商株式会社生糸販売担当責任者

２０－０１９ 伊 藤　 公 一 株式会社伊と幸代表取締役社長
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧　　　　　　　　　平成 21 年 4月 27 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０２０ 北 　川　　 幸  株式会社伊と幸取締役社長室長

２０－０２１ 本 橋　 伸 夫 株式会社伊と幸取締役営業本部長

２０－０２２ 宮　      忠 光 株式会社伊と幸取締役副部長

２０－０２４ 野 中　 康 雄 株式会社伊と幸和装部次長

２０－０２５ 亀 井　 修 一 株式会社伊と幸営業部

２０－０２６ 宮   沢　 巳 起 代 有限会社塩野屋東京事務所スタッフ

２０－０２７ 東　　    宣 江 群馬県蚕糸館主宰

２０－０２８ 松 澤    清 典 松澤製糸所

２０－０２９ 渡 邊　 英 夫 ネオシルク株式会社足利支店営業部長

２０－０３０ 金 井　 史 郎 東北撚糸株式会社代表取締役社長

２０－０３１ 中   谷　 比 佐 子 株式会社秋櫻舎代表取締役社長

２０－０３２ 北　丸　　  豊 豊栄繊維株式会社代表取締役社長

２０－０３３ 松 本　 信 孝 有限会社ハック代表取締役

２０－０３５ 片 山　 政 明 山形県養蚕産地推進員

２０－０３７ 角   谷　 美 和 子 ハクビ京都きもの学院学院長

２０－０３８ 原 田　 晶 三 アンファンテリブル代表

２０－０３９ 福　 田　　  隆 株式会社龍工房代表取締役

２０－０４０ 清 水　 武 彦 有限会社シンセイ（信州繭ブランド織物振興会会長）

２０－０４１ 梅 田　 幸 平 有限会社幸和代表取締役

２０－０４２ 大 嶋　 啓 子 株式会社 AWA－ S取締役

２０－０４４ 小 此 木　 エ ツ 子 多摩シルクライフ２１研究会代表

２０－０４５ 境　       京 子 多摩シルクライフ２１研究会

２０－０４６ 藤 井　 浩 一 藤井絞株式会社取締役部長

２０－０４７ 松   井　 慎 一 郎 加賀グンゼ株式会社代表取締役

２０－０４８ 大　野　　  章 勝山織物株式会社

２０－０４９ 勝 山　 健 史 勝山織物株式会社専務取締役

２０－０５０ 福 地　 圭 一 丸八生糸株式会社

２０－０５１ 舞 鶴　 一 雄 株式会社西陣まいづる代表取締役社長

２０－０５２ 旭　      利 彦 ロード・ニジュウイチ株式会社

２０－０５３ 内 藤　 吉 雄 艶金染工株式会社ＦＰ事業部（織物自販部）

２０－０５４ 前 田　 勝 臣 株式会社日本クリエイティブセンター代表取締役

２０－０５５ 堀 内　 新 也 農業、地域（繭）マイスター

２０－０５６ 林　      太 一 昭和撚糸工業株式会社

２０－０５７ 中　野　 　豊 長崎絹業探究所製作担当

２０－０５８ 永 岩　 則 子 長崎絹業探究所所長

２０－０５９ 宇 野　 浩 嗣 京丹後市商工観光部丹後の魅力綜合振興課主任

２０－０６０ 中 尾　 浩 祥 株式会社丸万中尾取締役

２０－０６１ 小 口　 和 興 株式会社帛撰代表取締役

２０－０６２ 吉   川 　 幸 四 郎 有限会社吉川商事代表取締役

２０－０６３ 大 竹　 史 朗 有限会社大竹商店代表取締役
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蚕糸・絹業提携支援緊急対策事業コーディネーター登録者一覧　　　　　　　　　平成 21 年 4月 27 日現在

登録番号 氏　　名 所属・役職名
２０－０６４ 加 藤　 洋 次 株式会社加藤技術士事務所所長
２０－０６５ 田 中　 裕 司 株式会社布四季庵ヨネオリ代表取締役
２０－０６６ 黒 田　 秀 樹 株式会社伊と幸和装部次長
２０－０６７ 秋 山　 眞 和 綾の手紬染織工房主宰
２０－０６８ 山 口　 治 之 丹波生糸株式会社代表取締役
２０－０６９ 藤   井   美 登 利 川越むかし工房代表　
２０－０７０ 藪 内　 猛 之 株式会社ヤブウチ代表取締役
２０－０７１ 竹 下　 和 利 有限会社寿光織本舗取締役社長
２０－０７２ 中 島　 洋 一 玉川大学講師
２０－０７３ 渡 辺     健 次 渡文株式会社代表取締役専務
２０－０７４ 佐 々 木    祥    一 株式会社川島織物セルコン
２０－０７５ 高 橋     弘 直 大門屋店主
２０－０７６ 田 中　　　 隆 田中種株式会社代表取締役
２０－０７７ 堂 本　　　 正 田中種株式会社営業部長
２０－０７８ 藪 垣　 茂 仁 田中種株式会社仕入担当
２１－００１ 岡 田 　  心 平 株式会社あきやま常務取締役
２１－００２ 小 林 　  嘉 朗 有限会社コバヤシ代表取締役
２１－００３ 天 野 　  三 吉 富士吉田織物協同組合開発部長
２１－００４ 柏 木 　  幹 弘 有限会社カシワギ社長
２１－００５ 小 山 田　 勉 株式会社オヤマダ取締役社長
２１－００６ 中 澤　　　 豊 株式会社山桜代表取締役社長
２１－００７ 小 倉　 進 吾 株式会社小倉商店
２１－００８ 道 明 美 保 子 文化女子大学名誉教授

活発な質疑があったコーディネーター会議
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蚕糸関係博物館一覧
名　　　　　　　称 〒 住　　　　　所 電　話

蚕糸・織物関連の展示を目的としている施設
ひころの里「シルク館」 986-0782 宮城県本吉郡南三陸町入谷字桜沢 442 0226-46-4310
米沢織物歴史資料館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 87 0238-23-1325
かわまたおりもの展示館 960-1406 福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字東 13 －１ 024-565-4889
群馬県立日本絹の里 370-3511 群馬県高崎市金古町 888 番地の 1 027-360-6300
前橋市蚕糸記念館 371-0036 群馬県前橋市敷島町 262 番地（敷島公園バラ園内） 027-231-9875
織物参考館 “紫”（ゆかり） 376-0034 群馬県桐生市東 4丁目 2番 24 号 0277-45-3111
片倉シルク記念館 360-0815 埼玉県熊谷市本石 2丁目 135 番地 048-522-4316
きもの芸術館（（財）日本きもの文化協会） 150-0002 東京都渋谷区渋谷 1-6-8 清水学園ビル 6F ～ 8F 03-3400-0286
東京農工大学科学博物館 184-8588 東京都小金井市中町 2-24-16 042-388-7163
文化学園服飾博物館 151-8529 東京都渋谷区代々木 3-22-7 03-3299-2387
絹の道資料館 192-0375 東京都八王子市鑓水 989-2 0426-76-4064
シルク博物館 231-0023 神奈川県横浜市中区山下町１番地シルクセンター内 045-641-0841
絹糸紡績資料館 386-0498 長野県上田市上丸子 1078 シナノケンシ（株）内 0268-41-1800
岡谷蚕糸博物館 394-0028 長野県岡谷市本町 4丁目 1番 39 号 0266-22-5854
浦野染織資料博物館 393-0066 長野県諏訪郡下諏訪町曙町 5350 0266-27-8503
常田館（絹の資料館） 386-0018 長野県上田市常田 1-10-3 笠原工業（株）内 0268-22-1230
駒ヶ根シルクミュージアム 399-4321 長野県駒ヶ根市東伊那 482 番地 0265-82-8381
キナーレきもの歴史館 948-0003 新潟県十日町市本町 6十日町ステージ越後妻有交流館内 0257-52-0117
まゆの資料館 410-3612 静岡県賀茂郡松崎町宮内 263-2 0558-42-3912
川島織物セルコン、織物文化館 601-1123 京都府京都市左京区静市市原町 265 075-741-4120
西陣織会館 602-8216 京都府京都市上京区堀川通り今出川南入 075-451-9231
織成館 602-8482 京都府京都市上京区浄福寺通上立売上る大黒町 693 番地 075-431-0020
グンゼ博物苑 623-0011 京都府綾部市青野町　グンゼ（株）周辺敷地内 0773-43-1050
上垣守国養蚕記念館 667-0311 兵庫県養父市大屋町大家市場 117 0796-69-1580
西予市野村シルク博物館 797-1212 愛媛県西予市野村町野村 8号 177 番地１ 0894-72-3710
蚕糸資料館 781-1301 高知県高岡郡越知町甲 1577 番地 0889-26-1002
展示の一部に蚕糸・織物関連がある施設
三重中央農協郷土資料館 515-2504 三重県津市一志町高野 1204-1 059-293-0010
佐野市郷土博物館 327-0003 栃木県佐野市大橋町 2047 0283-22-5111
大間々町歴史民族館 376-0101 群馬県みどり市大間々町大間々 1030 0277-73-4123
羽村市郷土博物館 205-0012 東京都羽村市羽 741 042-558-2561
豊富郷土資料館 400-1513 山梨県中央市大鳥居 1619-1 055-269-3399
日本司法博物館（松本歴史の里） 390-0852 長野県松本市島立小柴 2196-1 0263-47-4515
長野県立歴史館 387-0007 長野県千曲市大字屋代字清水、科野の里歴史公園内 026-274-2000
須坂市立博物館 382-0028 長野県須坂市臥竜 2丁目 4番 1号臥竜公園内 026-245-0407
上田市丸子郷土博物館 386-0413 長野県上田市東内 2564-1 0268-42-2158
海野宿歴史民俗資料館 389-0518 長野県東御市本海野 1098 0268-64-1000
十日町市博物館 948-0072 新潟県十日町市西本町 1 0257-57-5531
美濃加茂市民ミュージアム 505-0004 岐阜県美濃加茂市蜂屋町上蜂屋 3299-1 0574-28-1110
その他関連施設
原始布・古代織参考館 992-0039 山形県米沢市門東町 1丁目 1－ 16 0238-22-8141
夕鶴の里資料館 992-0474 山形県南陽市漆山 2025-2 0238-47-5800
松ヶ丘開墾記念館 997-0152 山形県鶴岡市羽黒町松ヶ丘 29 0235-62-3985
結城紬関連施設（結城市伝統工芸館） 307-0001 茨城県結城市大字結城 3018-1 0296-32-7949
たくみの里木織の家「橡」（つるばみ） 379-1418 群馬県利根郡みなかみ町須川 784 0278-64-1308
調布市郷土博物館 182-0026 東京都調布市小島町 3-26-2 0424-81-7656
相模田名民家資料館 229-1124 神奈川県相模原市田名 4853 番 2（大杉公園隣り） 042-761-7118
安曇野市天蚕センター 399-8301 長野県安曇野市穂高有明 3618-4 0263-83-3835
上田市立博物館 386-0026 長野県上田市二の丸 3番 3号（上田城跡公園内） 0268-22-1274
塩沢つむぎ記念館（織の文化館） 949-6408 新潟県南魚沼市塩沢 1227-1 0257-82-4888
手織りの館 947-0028 新潟県小千谷市城内 1-8-25 0258-83-4800
白山工房（織りの資料館） 920-2501 石川県白山市白峰村ヌ 17 076-259-2859
手おりの里、金剛苑 529-1204 滋賀県愛知郡愛荘町蚊野外 514 0749-37-4131
織元田勇（田勇機業株式会社） 629-3104 京都府京丹後市網野町浅茂川 112 0772-72-0307
まゆ村 616-8384 京都府京都市右京区嵯峨天龍寺造路町 075-882-0564
シルク染め織り館 699-5216 島根県鹿足郡津和野町池村 1997-4 0856-74-0784
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蚕糸関係団体ホームページ一覧
平成21年 4月 20 日現在

【行　政】
農林水産省 http://www.maff.go.jp
経済産業省 http://www.meti.go.jp/

【蚕糸絹業関係団体】
（財）大日本蚕糸会 http://www.silk.or.jp
（社）日本絹業協会（ｼﾞｬﾊﾟﾝｼﾙｸｾﾝﾀ -） http://www.silk-center.or.jp
（社）日本生糸問屋協会 http://homepage1.nifty.com/nittonkyo/
（財）日本真綿協会 http://www.mawata.or.jp/
丹後織物工業組合 http://www.tanko.or.jp/
西陣織工業組合 http://www.nishijin.or.jp/
ＴＡＦＳ（東京織物卸商業組合） http://www.tafs.or.jp/
ＫＯＭＳ（京都織物卸商業組合） http://www.fashion-kyoto.or.jp/
京都和装産業振興財団 http://www.wasou.or.jp/wasou/index.html

（財）伝統的工芸品産業振興協会 http://www.kougei.or.jp/

【取引所】
東京穀物商品取引所 http://www.tge.or.jp/japanese/index.shtml
関西商品取引所 http://www.kanex.or.jp/

【大学・試験研究機関】
（国）東京大学大学院農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻昆虫遺伝研究室
　http://papilio.ab.a.u-tokyo.ac.jp/igb/index-J.html

（国）東京農工大学農学部生物生産学科 http://www.tuat.ac.jp/~aaseisan/
（国）東京農工大学工学部生命工学科 http://www.tuat.ac.jp/~seimei/
（国）京都工芸繊維大学工芸科学部応用生物学課程 http://www.bio.kit.ac.jp/
（国）京都工芸繊維大学 http://www.kit.ac.jp/
（国）信州大学繊維学部 http://www.tex.shinshu-u.ac.jp/
（国）名古屋大学農学部 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp
（国）北海道大学応用分子生物学講座 http://www.hokudai.ac.jp/agricu/organization/bunya/l_in_bunshi_seibuts.html
（国）九州大学大学院遺伝育種学講座蚕学研究室 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/agpm/sangaku/
（国）九州大学大学院遺伝子資源工学専攻 http://www.agr.kyushu-u.ac.jp/grt/igr/new_lab/index.html
（国）岩手大学農学部生命資源科学コース http://www.news7a1.atm.iwate-u.ac.jp/department/bio/biofunc/index.html
（国）山口大学農学部生物資源環境科学科　 http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/bioenvi/research2.html
（独）農業生物資源研究所 http://www.nias.affrc.go.jp
（財）大日本蚕糸会　蚕糸科学研究所 http://www.silk.or.jp/silk_kagaku/index.html
（財）大日本蚕糸会　蚕業技術研究所 http://www.silk.or.jp/silk_gijyutu/index.html
群馬県蚕糸技術センター   ( 群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞蚕糸技術センター )
　 http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=50545
群馬県繊維工業試験場   ( 群馬県トップページ＞産業・労働＞試験研究＞繊維工業試験場 )
　http://www.pref.gunma.jp/cts/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=59241
京都府織物 ・機械金属振興センター http://www.silk.pref.kyoto.jp/index-sub.html
京都市産業技術研究所繊維技術センター http://www.ktri.city.kyoto.jp/mainpage/sikenjo.html

【博物館】
（財）ｼﾙｸｾﾝﾀｰ国際貿易観光会館　ｼﾙｸ博物館 http://www.silkmuseum.or.jp/
群馬県立日本絹の里 http://www.nippon-kinunosato.or.jp/
東京農工大学科学博物館 http://www.tuat.ac.jp/~museum/index.html
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絹にはこんなにいろいろな使い道があります。
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�

� ������������������
� � ����������������������������������������������������
��1���� State of Market 
� � 2 ���� 2 ���������������������������������������

�� 2 �� 2 �� 2,861 ����������5 ���� 7 �� 2,306 �����������
���24 �������������� 2,861 ������������������25 ��
�� 8 ������ 2,306 ��������������

3 ���� 2 ����������������������3 ���������� 2,582 ��5
���� 8 ���������� 2,306 ������������������������26
������������� 2,582 ��������������������� 27 ���� 9
������ 2,306 ��������������

�2�������� Monthly Prices of Futures Contracts Traded� � � � � � � � � � ������

�� �� �� ��� �� ��� ��

2 �� 2,861 2,861 �2� 2,861 �2� 2,861
3 �� 2,582 2,582 �2� 2,582 �2� 2,582
4 �� 2,443 2,443 �2� 2,443 �2� 2,443
5 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306
6 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306
7 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306

2 ��

8.�� 2,306 2,306 �25� 2,306 �25� 2,306

�� �� �� ��� �� ��� ��

3 �� 2,582 2,582 �2� 2,582 �2� 2,582
4 �� 2,443 2,443 �2� 2,443 �2� 2,443
5 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306
6 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306
7 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306
8 �� 2,306 2,306 �2� 2,306 �2� 2,306

3 ��

9 �� 2,306 2,306 �27� 2,306 �27� 2,306
�3���������������� Total Trading Volume and Daily Average Volume� �����60 �

����� ����

2 �� 227 12
3 �� 251 12

�4����� Delivery� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �����300 �

��� ���� �

2 �� 0 0 0
3 �� 0 0 0

�� ��������� Standard Price of Raw Silk� � � � � � � � � � � � � � � � � � ������

����� Tokyo Market
�� High �� Low �� Average

�� 21 � 2 � 2,860 2,630 2,835
3 � 2,580 2,460 2,568

��������������� ������������������������������������������

����������� � ����������������������������������������� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ������

��� � � ����� � � � � � � � ���� � � � � � � � ���� � � � � � � � ����
��� �� � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � � � �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � �� �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � �� �� ������ ������ ������
� � � � � � � � � � �� �� ������ ������ ������
��� �� � � �� ������ ������ ������
�� ���������������������������������
��������������� ������������������������������������������
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区分

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

2005 2006
対前年比
2006/05

山 西 Shanxi 0.82 1.10 135 3,913 5,602 143        196 175 89         

上 海 Shanghai 0.03 - - 408            - - - - -

江 蘇 Jiangsu 9.08 8.98 99 100,539 117,800 117        18,580 20,186 109        

浙 江 Zhejiang 7.04 7.40 105 74,838 85,122 114        20,530 19,051 93         

安 徽 Anhui 4.67 5.47 117 33,900 37,596 111        3,890 4,038 104        

江 西 Jiangxi 1.63 1.90 116 10,577 12,110 114        1,650 1,676 102        

山 東 Shandong 5.00 5.00 100 36,845 39,700 108        6,800 6,253 92         

河 南 Henan 2.20 2.73 124 8,600 13,390 156        300 318 106        

湖 北 Hubei 2.53 2.79 110 13,583 15,706 116        650 536 83         

湖 南 Hunan 0.61 0.69 112 3,663 4,100 112        45 50 111        

広 東 Guangdong 2.53 5.33 211 34,300 68,750 200        1,100 1,138 103        

広 西 Guangxi 9.40 12.00 128 148,460 185,000 125        6,600 8,020 122        

重 慶 Chongqing 7.93 7.93 100 31,000 23,828 77         6,500 6,490 100        

四 川 Sichuan 10.67 10.67 100 77,500 77,800 100        17,510 21,914 125        

貴 州 Guizhou 0.58 0.63 108 1,199 1,254 105        - - -

雲 南 Yunnan 5.27 6.25 119 20,095 31,477 157        1,550 1,335 86         

陝 西 Shaanxi 4.80 5.00 104 20,272 18,498 91         1,775 1,657 93         

甘 粛 Gansu 0.62 0.65 104 537 613 114        - - -

寧 夏 Ningxia 0.28 0.33 120 413 475 115        30 59 197        

新 彊 Xinjiang 0.50 0.73 145 819 895 109        55 - -

内 蒙 古 Inner Mong - - - - - - - 208 -

合 計 Total 76.20 85.57 112 621,461 739,715 119        87,761 93,105 106        

2005 2006
前年比
2006/05

702 710 101

資料：中国絲綢協会資料による

注　：合計はラウンドの関係で一致していない。

Source: China Silk Association

Note: Total may not add up due to round off.

製糸工場数（件）
Number of Filatures

（３）中国省別桑園面積・家蚕繭生産量・生糸生産量・製糸工場数
Mulberry Farm Area, Domesticated Cocoon Production,Raw Silk Production,

桑園面積
Mulberry Farm Area

（10,000ha、％)

家蚕繭生産量
Domesticated Cocoon Production

(トン、％）(MT, %)
省
Province

生糸生産量
Raw silk Production

(トン、％）(MT, %)
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（５）中国のシルク類の輸出状況
Silk Exports of China

（２００７年１月～１２月）

相手国 Country

生糸（柞蚕糸、野蚕生糸を含む）
Raw Silk (tussah silk and wild raw silk included)

数量 Quantity
（Kg)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 インド India 8,761,294 257.50 207.499 219.07

2 イタリア Italy 984,361 85.90 26.280 76.46

3 韓国 South Korea 904,656 143.26 24.108 122.35

4 日本 Japan 776,997 123.68 21.534 96.31

5 ルーマニア Romania 489,511 ー 12.194 ー

6 ベトナム Vietnam 482,640 155.90 11.992 115.11

7 パキスタン Pakistan 262,751 141.70 6.231 122.95

8 バングラデッシュ Bangladesh 232,782 342.63 5.454 297.22

9 アラブ首長国連邦 United Arab Emirates 227,815 546.76 5.523 459.87

10 タイ Thailand 77,551 396.86 2.064 373.24

11 その他 Others 552,798 197.73 14.239 174.45

合計 Total 13,753,156 204.91 337.118 169.93

相手国 Country

絹糸 Spun Silk Yarn

数量 Quantity
（Kg)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 イタリア Italy 689,599 80.35 20.953 75.19

2 ドイツ Germany 502,424 109.64 17.232 105.11

3 インド India 477,188 109.61 12.711 89.75

4 日本 Japan 446,723 58.08 13.973 48.77

5 パキスタン Pakistan 370,953 114.06 10.268 101.93

6 タイ Thailand 121,009 91.61 3.557 83.28

7 韓国 South Korea 116,707 200.41 3.745 194.04

8 トルコ Turkey 42,935 133.41 1.729 143.72

9 インドネシア Indonesia 35,227 136.63 0.904 110.78

10 ブラジル Brasil 28,062 ー 0.863 ー

11 その他 Others 147,452 151.91 5.025 147.71

合計 Total 2,978,279 93.32 90.960 83.62

相手国 Country

絹織物 Silk Fabrics（＞85％Silk)

数量 Quantity
（メートル）(meter)

金額 Amount
（百万USドル）
(USD1,000,000)

2007年実績 07/06（%） 2007年実績 07/06（%）

1 インド India 73,950,336 136.02 172.531 124.92

2 イタリア Italy 30,886,756 110.71 105.778 105.53

3 香港 Hong Kong 26,520,128 115.26 114.749 118.97

4 パキスタン Pakistan 20,306,364 75.91 41.563 77.57

5 韓国 South Korea 19,590,513 85.01 73.636 86.47

6 日本 Japan 12,961,633 88.53 33.084 83.48

7 アメリカ United States 8,833,028 89.97 51.711 93.50

8 シンガポール Singapore 7,608,011 53.18 15.869 38.34

9 アラブ首長国連邦 United Arab Emirates 5,370,503 104.27 16.772 99.96

10 フランス France 4,562,695 103.47 17.175 109.10

11 その他 Others 24,301,715 88.31 86.515 90.14

合計 Total 234,891,682 101.72 729.383 98.79

資料：中国税関
Source: Customs General Administration in China
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区分 2003年実績 2004年実績 2005年実績 2006年実績
2007年実績 2008年予測

forecast
08/07(%)

生糸 内需 90 106 118 72 84 89

Raw Silk
Domestic
Demand

(1,503) (1,770) (1,971) (1,202) (1,403) (1,486)

輸出 1,057 837 676 782 876 847

Export (17,652) (13,978) (11,289) (13,059) (14,629) (14,145)

計 1,147 943 794 854 960 936

Total (19,155) (15,748) (13,260) (14,262) (16,032) (15,631)

絹撚糸 内需 77 71 92 74 78 88

Twisted
Silk Yarn

Domestic
Demand

(1,286) (1,186) (1,536) (1,236) (1,303) (1,470)

輸出 431 516 454 392 274 276

Export (7,198) (8,617) (7,582) (6,546) (4,576) (4,609)

計 508 587 546 466 352 364

Total (8,484) (9,803) (9,118) (7,782) (5,878) (6,079)

糸類計 内需 167 177 210 146 162 177

Total
Domestic
Demand

(2,789) (2,956) (3,507) (2,438) (2,705) (2,956)

輸出 1,488 1,353 1,130 1,174 1,150 1,123

Export (24,850) (22,595) (18,871) (19,606) (19,205) (18,754)

計① 1,655 1,530 1,340 1,320 1,312 1,300

Total① (27,639) (25,551) (22,378) (22,044) (21,910) (21,710)

副蚕糸
内需

Domestic
Demand

264 123 43 84 72 64 88.9 

Secondary
Silk Yarn

輸出
Export

217 386 295 241 256 253  98.8 

計②
Total②

481 509 338 325 328 317  96.6

②／① 29.1 33.3 25.2 24.6 25.0 24.4 

資料：ブラジル製糸協会

注：俵換算は、合計で一致しない場合がある。
Source: ABRASSEDA
Note: Bale value may not add up.

(７)ブラジル生糸、絹撚糸及び副蚕糸の内需・輸出別販売状況
Domestic Demand and Exports of Raw Silk, Twisted Silk Yarn, and Secondary Silk
Yarn in Brazil

単位：ﾄﾝ, ()内は60kg俵
Unit: ton, Figures in Parenthesis: Bales of 60kg
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